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表 2-1-4 サロペツ原野周辺の，貯水庖概要

地層名 恋北層

分布地域本 i北部サロペツ原野

ウプシ原野，天塩沿岸

都水層分布深度(地表下 m)I 40-130 

千!?水居の厚さ (m) 18-43 

千百:水層の士山屑に占め る割合
(平均1)(%) I 38 
自然水位 (m) 10-+7.5 

向上海抜標高 (m)

揚水量 (m3[d)

水位降下宜 (m)

平均比湧出量 (m'[d[m)
平均透水量係数 (m乍〕

;貯水層の岩質

水質料

更別府 |沖 積 層

全域サロペツ原野

天塩沿岸，ウプシ原野

30-80 

7-30 

6-33 

1-12 

7-10 

100-670 

3-8 

60 

+1-4 

5-11 

100-300 

3-5 

37 

0-3 

70 110 

3 x 10-' 3 X 10-3 

"1コ砂，砂磯 組砂~砂際

サロペツ原野の北限

下男知では水質は良好

湿原の地下では，全鉄

(最高 4.8ppm)色度 (60)

ct (斑ax26 ppm)が基準外

(注) * 上記の数値は，標高 2-10111の地点で掘削された井戸の試験データーに基づいている。井

戸深度は 35-150111である。

** 水道法を基準とする。
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2. 頓 別平野

(1) 地形・地質
おにしベっ

この地域は，東天北地方のオホ ーツク海沿岸に発達する平野で，北端の鬼志別川から南の頓別

川|まで延長 30kmにわたっている。

海岸線から 山地までの距離は 6-9kmで，その聞に広い平坦商をもっ台地と ，各河川に沿う

泥炭の発達した低湿地が分布している。台地の平坦面は上下 2段に分かれ，高い面はポンニタチ

ナイ面，低い面は接茅野面の名で呼ばれている。ポンニタチナイ商は楳高 30-80m の高さを

もちj平野の西縁に分布している。構成地質は更新世のポンニタチナイ層である。浅茅野面は，

海岸沿いに発達し，標高は 10-30m である。この台地の地表面は利尻火山から l噴出した火山
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灰によっ て覆われている。

台地は後期更新世の浅茅野

層により形成さ れている。

河川沿いに発達する標高

じめ，大小さまざまな汽水

か，海岸に砂丘が数列発達

している。砂丘の高さは 8

m 前後であ る。

頓別平野の地下水盆の基

盤は，平野の西縁山地に分

布する新第三紀中新世以前

のポンニタチナイ層，浅茅

野層，火山灰層，完新世の

海成沖積層，新旧砂丘，現

河床氾i監原堆積物などである〔表 2-1-5，図 2-1ー7)。

ポンニタチナイ層は中~前期更新 111:の地層で ， 地表では平野の商縁に 30~80m の高さの平坦

下位から更新I止

商をもっ台地を構成して分布している。平野の東縁では削剥され，その上面の保高は浅茅野層分

布地域で‘は海水準下 16m，低湿地で、は海水準下 20m となっている。この地層は，猿払川から

南では厚 さ 70m以上の半面結状のシノレトか ら成 り，植物化石，貝化石を含んでいる。砂質相の

含有比は小さく， 10m未満である。平野の北では， 層相は粗粒相に移り変わ り，全層厚約 150

クッチ ャロ 湖(大沼〉をは

湖が散在している。 このほ

そのうちでも中粒砂以上の粗粒相

基盤岩を不整合に被覆す

5111以下の低湿地には，

の地層である。
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下部 80mにわたる地層すぺてが砂層からなり ，

頓別平野水文地質図
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は 65m 以上に及んでいる。このことか

ら，平野の南部ではポンニタチナイ層は

難透水性地層として分布し，平野の北で

は有力な帯水層として分布している(図

2-1-8)。こ のような境界は，猿払川の屈

曲部に分布する基盤岩から猿払市街ーエ

サンぺを結ぶ線にあると考えられる。こ

の地層の層厚は，平野南部の浅茅野や浜

頓別で 140-190m，北部の猿骨川やカ

リペツ川流域の西縁で 110-130m であ

る。しかし，基盤岩深度の浅くなる猿払

村からエサンベにかけての地域では，ポ

ンニタチナイ層の厚さは 70m程度に減

少する(図 2-1-9)。

浅茅野屈は，標高 10-30m の平坦面

をつくる台地を構成する段丘堆積物で，

海岸寄りに分布しているが，クッチャ ロ

湖の西部では内陸部にまで分布している。

地層は大部分が砂礁周からなり ，台地上

では良好な帯水層となっている。地層の

厚さは 10-50m で，分布の下限は海水

準下 40m が限度であるか

凡例

@ボーリング地点司

け叶泥炭，豆炭

~Iシノレト，泥土

1:'..'11.咽粒
ヤ1S 砂
1;':1粗粒

SJ11砂後
Zt-寸君臨 (m)

H 沖積回

A 浅茅野庖

p ポンニタチナイ府
B 新第三系，白班系
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図 2-1-9 ボー リン グ柱状|玄|

低湿地に分布する沖積層は海成層であるが，その厚さは 20m 未満で，粘土を主体としており ，

帯水層とはなり得ない。また，地層内に海水浸入をうけ，地下水の cs量は 600-4，000 PP111を

示している。

(2) 地下水

平野の南部に分布する地下水(4)は更新此の浅茅野層を帯水層とするものである。地下水は不圧

状態にあって"自然水位は 5-10m，標高にして 3-5mに位置している。浅茅野層は全眉透

水性の地層からな っていると考えてよく，口径 200mmの井戸で得られた揚水量は 1，500-2，000 

m3jdで，比湧出量は，浅茅野台地で掘削された井戸によると (2) 125 m3jdjm である。同じ井戸で

の透水量係数は 4，4X 10-3 m2jsで，貯留係数は 0，08 と算出されている。この地下水は良質で，

水道法の水質基準に合格している。

ポンニタチナイ層については，平野北部のカリぺ ツ川で掘削された井戸(3)によれば，深度 30

m (海水準下 20m)付近から下部に良好な帯水層が分布している。この帯水層の厚さは 40-50

m 程度と考えられる。地下水はすべて被圧しており ，その水頭は地盤上 2-3m (海抜 10m)で

ある。自l質量は 100-200ljminである。猿骨川で掘削された井戸(3)では，比湧出量は 96m3jdjm 

で，浅茅野層に比べて約 20%ほど少ない。標高の高い内陸部の台地上ではその水頭が深くなる。
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この地下水の水質は全鉄の含有量が 1-2ppmである。

頓別平野の地下水開発は，浅茅野層とポンニタチナイ層に賦存する地下水がその対象となる。

低湿地の沖積層に賦存する地下水は，点在する汽水湖との71<文的連続性から考察して，飲雑用水

水源とはなり難い。また，沖積低地で浅茅野層やポンニタチ ナイ層の地下水を開発する場合は，

沖積層の地下水を遮断する方法，すなわち井戸側壁のグラウトなどが必要となる。

地下水開発可能量は，平野南部の浅茅野層を対象にした揚合，低地で 1，000m
3fd，台地で 500

m
3fd程度である。平野北部のポンニタチナイ層を開発の対象とした場合は，最大 1，000m3fdで，

開発地点の標高が高い場合は，揚水水位が 50m 以上になることがある。(安藤久男〕

参考文献
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3.釧路平野

(1) 地形・地質

表 2-1-6は，この地域の地質庖序の概要と帯水層を示したものである。 平野の地下には，釧

表 2-1-6 釘11路平野の地質周序

時代| 地 回伊制咽〕

最上部泥炭庖
'7去c 上部砂 居。

第 上部泥層

新 中 部泥沼 埋没砂州、l砂陣容J習。

下部 泥庖 下部砂 庖
w: 

埋 没 谷 基 底 l深 周

埋 没 段 丘 持よ 1:i'l 周。
四 更

針11

VI 
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新 路 遥古武 1w IV' ~IV。
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I 

2先55四召
古第三紀 ・浦幌庖群

中生 局

路層群が広く分布し，最も有力な帯水層となっ て

いる。その他海成あるいは河成の埋没段丘唯積層，

埋没谷基底陳層，沖積層などに由来する帯水屑が

分布している。これら各帯水層の相互関係は，図

2-1-10に様式的に示した。なお，図 2-1-10で

A-B は更新世の， C-Iは完新世の地層である。

釧路層群の岩相は様変化に富み 7部層 (1，

IT，皿， IV，IV'， v， VI)に区分できる。これら各部層

のうち 3 釧路原野地下に存在するのは N 部層

(磯交りの細~中粒砂)，N'部層 (1V部屈と岡崎兵相

関係で重なっている浮石質火山灰)，v部居(1線およ

び粗粒砂〕であり ，いずれも有力な帯水層となっ

ている。

釧路層群はほとんど水平に堆積しているが，詳

細にみると，塘路湖を中心に北東一南西方向に伸

びた盆状構造をなしている。 この構造は岩相にも

影響を与えており ，盆地の北側の堆積物は火山性

砕屑物が多いのに対し，南側の上位積層は古生眉，

中生層および第三紀層を母材とし貝化石などを含んでいる。被圧地下水はすべてこの盆状構造に

支配されて， 盆地の中心に向かつて被圧される程度が大きくなる。


